アルべ エル. サ マン 

森林 太郎訳 



飾 棚 だの 飾 箱 だのと いふ ものが ある。 貴重な 材木 や 

ガラス 

硝子 を 使って 細工が して ある。 その 小さい 中へ 色々 な 

物が 逃げ込んで、 そこ を 隠れ家に して ゐる。 その 中 か 

ら 枯れ 萎びた 物の 香が 立ち 昇る。 過ぎ去った 時代の、 

人 を 動かす 埃が その上に 浮かんで ゐる。 昔の 人の した 

奢侈の、 上品な、 うら 哀しい 心が そこから 啓，. 示せられ 

るので ある。 

己 はさう いふ 棚 や 箱 を 見る度に、 こんな 事 を 思 ふ。 

とぱリ 

なんでも 幅広な、 奥深い 帷 に 囲まれて、 平凡な 実 世界 

の 接触 を 免 かれて、 さう いふ ところでは 一種 特別な 生 

活が行 はれて ゐ るので は あるまい かと 思 ふ。 真 成なる 



つた。 明色の 髪の毛に は、 董の輪 飾が 戴かせて ある。 

耳朶に は ァゥリ カル クムの 輪が 嵌めて ある。 きらめく 

宝石の 鎖が 胸の 上に 垂れて ゐる。 体が 頭の 頂から 足の 

尖まで 羅 ものに 包まれて ゐて、 それが 千変万化の 襞 を 

形づくって ゐる。 その 羅 ものの 底から、 体の うら 若い、 

敏捷な 態度が、 隠顕 出没して、 秘密げ に 解け 流れる 

ら け 、- 

裸 形に な つ て 見える やうで ある。 

この 人形の 台に 彫って ある 希臘 文字 を 見れば、 この 

女の 名 は クサ ンチス とい ふ ものである。 生れた 土地 は 

ク リツ ザと いって、 近くに 豊饒な 平野が 多く、 その外 

を 波の 打ち寄せる 海に 取り巻かれて ゐる 都会であった。 



ぁぢ きな く 感じて ゐ たので ある。 猶太 人 はこの 女 を 

とたん 

亜鉛に 金め つき をした 厭な 人形の 中に 交ぜて 置いた の 

である。 それが 今 こんな 上品な 交際 振り をす る 人と 知 

もっとも 

合 ひに なった の だから、 喜ぶ の も 尤 である。 

二人の 交際 は 次第に 親密に なった。 公爵 は、 その 時 

代の 人の 習 はしと して、 人に 気に入る やうに 立ち振舞 

ふ 事が 上手 だから、 クサ ンチス を 喜ば せる 事が 出来た 

ので ある。 

折々 公爵 は、 クサ ンチス が 朝早く 起きた 頃に、 薔薇 

の 花で 飾った 陶器の 馬車で、 迎 へに 来た。 女 は 急いで 

化粧 をして、 丁 S その 日の 空の 色と、 自分の 気分と に 



ない 手が 自分の 髪 を 握んで、 種々 の 印象が からくりの 

やうに 旋 つて 現 はれる 世界 を、 引き 摩リ 廻す かと 思 ふ 

やうであった。 

折々 公爵 は、 音楽の 或る 一節 を、 程好く 褒めて、 ク 

サン チスの 方へ 顔 を 俯向けて、 その 一節に 就いて 自分 

の 思って ゐる事 を 説明した。 併し 黙って、 魅せられた 

やうに なって 音楽 を 聴いて ゐる 女の 耳に は、 公爵の 云 

ふ 事 は 一言 も 聞えなかった。 その 癖 音楽家の 目 は、 女 

に 或る 新しい 理解 を教 へて ゐる。 女 はこの 目 を 見て、 

る S ひ 

始めて 沈鬱の 酔と いふ もの を 覚えた ので ある。 

音楽家 の 家 を 出る や 否や クサ ンチス は 公爵に 暇 乞 を 



した。 我慢の 出来ない 程の 偏頭痛が すると 云って ひど 

く 無作法に 暇 乞 をした ので ある。 そして 自分の 台の 上 

にョ W- つて 行 つ こ。 

今迄 知ら な い 感覚が クサ ンチス を 悩まして ゐる。 

独り 離れて ゐて、 女 は 胸の 奥深い 処 から、 音楽家の 

肖像 を 取り出して、 目の前の 闇 を バックグラウンドに 

して、 空中に 画いて ゐる。 蒼白い、 広い額の 下に、 深 

く 窪んだ 目が あって、 その 目から 時々 焰が 迸り 出る。 

口 は 大きく、 熱情と 沈鬱と を あら はして ゐる。 開いた 

領飾 の 間から、 半分 露 はれて ゐる頸 は、 劇しい 感情の 

為め に 波立ち、 欷歐の 為め に 張って ゐる。 先づ こん 



つ て 温まる やうで ある。 

青年の 家に K け 付けて 行く と、 艇 けた 為め に、 まだ 

興奮して、 戦慄して ゐる体 を、 青年 は 優しく 抱き寄せ 

て、 額に 手 を 掛けて 仰向かせて、 目と 目をぢ つと 見合 

せる。 それから 黙って 長い 接吻 をす る。 その 接吻 を受 

ける 時、 女 は 日に よ つ て 自分の 霊が 火の やうに 燃え立 

つと 思ったり、 又 雪の やうに 解ける と 思ったり する。 

或る時 は クサ ンチス が こんな 事 を 言 ふ。 「なんだか 

かう してお 前さん のお 言 ひの 事 を 聴いて ゐ ると、 わた 

し は 昔から、 お前さんと ばかり 募して ゐ たやうな 心 持 

がします わ。 どうも この 生活と 違った、 別な 生活 はわ 



て はならない。 そこに は 厭な、 醜い 人形が ゐる。 それ 

は 支那 人で ある。 鈴の 沢山 附 いた 帽子 を 被って、 ふく 

らんだ 腹 を 突き出して、 胡 坐を搔 いて ゐる。 そいつが 

クサ ンチス の 前 を 通る の を 見る と、 首 を ぶら/^ 振つ 

て、 長い 真っ赤な 舌 を 出して、 微 なごろ ごろい ふやう 

な 笑声 を洩 すので ある。 この 支那 人はパ ゴォド といつ 

て、 その 首 は 胴と 離れて、 ぶら/^ 動く やうに 出来て 

ゐる。 女 は その 笑声 を 聞く たびに、 我慢の し 切れない 

程 厭になる。 それ かと 思 ふと、 或る時 は その 支那 人の 

変な 顔 をす るの を 見て、 吹き出し たくなる の を 我慢し 

て 通る 事 も ある。 



青年 音楽家の 処へ 来た。 青年が、 なぜ 不機嫌な のかと 

問うて 見る と、 女の 返事 は そっけない。 女 は、 自分の 

秘密 は 自分 丈で 持って ゐ るから、 大きにお 世話 だと 云 

つたので ある。 余り 失敬 だと 思って、 青年 もとうと う 

不愛想な 詞を 出した。 喧嘩が 避く ベ からざる 結果で あ 

つた。 丁度 夏の 晴れた 日が 続いた 跡で、 空気の 中に 電 

気が 満ちて ゐる やうに、 近頃 二人の 感情の 天 も 雷雨 を 

催して ゐ たので ある。 いよいよ それが 爆発した。 例の 

ばリ す.^ リ なき 

如く 猛烈な 罵詈 やら、 鈍い 不平 やら、 欷戯 やら、 悲鳴 

やらが あ つ て、 涙 も たっぷり 流された。 

「ほんと にあな た 紳士ら しくない 方ね。 わたし を そん 



為 口が 合って、 それが お前さんの 生活に 纏まって ゐる 

の だ。 併し こんなに 為合せ な 要約が 旨く 出合って ゐる 

とい ふ 以上 はもう そろ/^ 均衡が 破れさう にな つ てゐ 

はしない か。 図らず 口から 滑り出た 一言、 ちょいと し 

た、 間違った 挙動 なぞの やうな、 刹那の 不用意から 生 

ずる 一 瑣事が、 この 不思議に 纏まって ゐる 総て を 打ち 

崩して しま ひ はすまい か。 お前さん は そこに 気が付い 

て、 用心して ゐ なくて はならない のであった。 

クサ ンチス 姉え さん。 お前さん は 場 知ず で、 気の 利 

かない 事 をした のでせ うか。 決して さう では ありませ 

ん。 お前さん は ェゲェ の 社で お祭りの ある 時に、 踊 
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棚の 硝子が 震動して、 からから 鳴った。 ファゥ ヌスが 

あか >ね いとま 

銅の 腕 を 振り翳した。 一声の 叫び をす る遑 もな く、 

タ ナグラ 製の 小さい 踊 子 は微麈 になって しまった。 



これが 踊 子 クサ ンチス の 末路であった。 葡萄の 実り 

豊かに、 海原の 波の 打ち寄せる、 ク リツ サの巿 に 生れ 

た、 明色 の 髪に 董の 花の 花 飾 をした 踊 子 クサ ンチス は、 

こんな 死に をした ので ある。 

こんな 風に 一 刹那の 軽はずみが、 厳重な 運命の 罰 を 

受けた ので ある。 

こんな 風に あれ 程 優しい、 あれ 程 人附合 ひの 好い、 



へ 大きな 翁が 出て 来た。 どこ やら 公爵に 似た 顔 付で 

ある。 さて 自分の 所有の 美術品 を 見る と、 非常な 狼藉 

がして あるので、 勃然として i_ 心った。 誰が 狼籍 者で あ 

るかと いふ 事 は、 直ぐに 分かった。 ファゥ ヌスは 誰が 

見ても 怪む やうな、 絶望の 様子 をして ゐ たので ある。 

翁 は ファゥ ヌスを 飾 箱から 撮み出して、 その 日の 内に 

すてう リ 

棄 売に 売って しまった。 それからと いふ もの は、 ファ 

ゥヌス は 次第に 落ちぶれて 行く ばかりで ある。 恥 かが 

やかし い 競売に 遭 ふ。 日の目 も 当らない、 五味 だらけ 

の 隅に 置かれて 蜘蛛の いに 掛かる。 とうとう なんだか 

ふる かね 

見定めの 附 かない 物に なって、 陶器の 欠け や、 古鉄 や、 
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